
◎ 信州ＩＴバレー構想の推進
【創】
1 信州ＩＴバレー構想推進事

業費
[070403]

創業・サービス産業振興室 Ｒ３予算

◎ 「2050ゼロカーボン」の実現に向けた取組
【創】
2 ゼロカーボン技術事業化促

進事業費
[070501]

産業技術課 Ｒ３予算

◎ 成長期待分野への展開
【創】
3 信州医療機器事業化促進・

グローバル展開事業費
[070501]

産業技術課 Ｒ３予算

「長野県脱炭素社会づくり条例」に基づき、持続可能な脱炭素社会づくりに資
する産業イノベーションを創出するため、産学官連携による新たなゼロカーボ
ン関連技術開発を支援します。

【新】・分野別研究会の設置・活動
【新】・製品開発プロジェクトの支援

*分野別研究会の設置：2件（2021年度）
*製品化件数：4件（2023年度）

（一部 ゼロカーボン基金活用事業）

72,821 Ｒ２当初 10,000

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

［R2.9月補正］ [105,000]

本県の強みである材料技術や精密加工技術などを活かした県内企業の本格
的な医療機器産業への参入を促進するため、新規医療機器の開発・事業化や
医療機器開発人材等の育成を支援します。

【拡】・事業化を促進するプロデュース支援、事業化プロセスの短縮化支援
【拡】・県内企業による医療機器開発・事業化の取組に係る経費に対して補助
【新】・開発から企業経営まで学べる人材育成プログラムの構築

*医療機器開発支援件数：10件（2021年度）
*人材育成プログラムの構築：1件（2021年度）

（地方創生推進交付金活用事業）

84,963 Ｒ２当初 68,657

産業労働部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

産学官が連携しＩＴ人材・ＩＴ産業の集積を目指す信州ＩＴバレー構想を実現す
るため、ＩＴ企業等によるプロジェクトの支援や国内外への情報発信等を実施し
ます。

　　　・「信州ＩＴバレー構想推進協議会」に専門人材を配置し、産学官が連携
　　　　したプロジェクトや地域の取組等を支援
【新】・新たなＩＴビジネスの創出を支援
　　　・WEBサイト等による国内外への情報発信を展開

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

19,240

*ＩＴ産業の1従業員当たりの売上高：1,904万円（2018年）→2,000万円（2025年）
*ＡＩ・ＩｏＴ等導入率：13.5%（2019年度）→50.0%（2021年度）

59,293 Ｒ２当初

42 (産業労働部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4 航空機産業振興事業費
[070501]

産業技術課 Ｒ３予算

5 ＡＩ活用/ＩｏＴデバイス事業
化促進事業費
[070501]

産業技術課 Ｒ３予算

6 食品製造業振興ビジョン推
進事業費
[070502]

*新食品開発件数：20件(2021年度)

産業技術課 Ｒ３予算

7 産業集積強化推進事業費
[070303]

産業立地・経営支援課 Ｒ３予算

*ニューノーマル対応も含む航空機産業に取り組む企業数：64社（2021年度）
*ニューノーマル対応も含む航空機関連の製造品出荷額等：146億円（2021年度）
*環境試験設備の利用件数：60件（2021年度）

県内産業のＤＸを促進するため、本県産業の強みとＡＩ・ＩｏＴ技術を組み合わせ
た新たな地域産業の創出や、製造現場等における持続的な生産活動のため
のデジタル化を支援します。

　　　・事業化経験豊富な専門家によるＡＩ・ＩｏＴデバイスの開発・事業化支援
　　　・工業技術総合センターによる県内企業の生産現場のＤＸ支援

（地方創生推進交付金活用事業）

35,505 Ｒ２当初 36,194
［R2.9月補正］ [187,502]

*新製品・サービス開発支援件数：10件（2021年度）
*生産現場のDX支援件数：5件（2021年度）

（地方創生推進交付金活用事業）

42,201 Ｒ２当初 55,582
［R2.11月補正］ [20,000]

1,541,843 Ｒ２当初
[19,864]

1,502,400
［R2.9月補正］

*企業立地件数：15件（2021年）

コロナ禍における消費者ニーズの変化に対応するため、新食品の開発支援や
研究開発人材の育成、新たな食習慣の発信を行います。

【新】・新食品づくりができる研究開発人材の育成

（地方創生推進交付金活用事業）

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、ふるさと信州寄附金基
　金活用事業）

21,485Ｒ２当初

県内経済の発展に貢献する生産性の高い企業と2050ゼロカーボンに取り組む
企業の集積を図るとともに、県内への本社等移転を通じ、経営の中枢に関わる
高度な人材の確保を促進します。

【拡】・本社等移転に係る助成限度額の拡大（820万円→3億円）
　　　・立地企業の設備投資等に対する助成
　　　・ＩＣＴ産業の立地に対する助成

17,880

新型コロナウイルス感染症の影響による航空機需要急減等の環境変化に対応
し、需要回復期において再び成長軌道に乗れるよう、県内企業による需要低
迷期を乗り越えるための取組や、需要回復期に向けて新技術分野へ挑戦する
取組を支援します。

　　　・事業主体　長野県、公益財団法人長野県テクノ財団　ほか
　　　・補助率　　　1/2～10/10（補助金）

43 (産業労働部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 日本一創業しやすい県づくり
【創】

8 創業・起業支援強化事業費
[070402]

創業・サービス産業振興室 Ｒ３予算

◎ 信州回帰の促進

9

[070303][070403]

産業立地・経営支援課
創業・サービス産業振興室 Ｒ３予算

【新】
10 移住・観光・物販の総合展

開による「信州回帰」基盤構
築事業費

[070901]

営業局 Ｒ３予算

11 信州首都圏総合活動拠点
「信州回帰」機能拡充事業
費

[070901]

営業局 Ｒ３予算

コロナ禍による地方回帰の流れを捉え、多様な形で確実に取り込むため、信州
の情報発信プラットフォームを構築し、移住・観光・仕事・物販の総合的な情報
発信等に取り組みます。

　　　・総合情報発信アプリの構築・運用
　

12,780 0

アフターコロナを見据えた
ＩＴ人材・企業誘致促進事業
費
（一部再掲）

Ｒ２当初

「信州回帰」の流れを更に加速させるため、銀座NAGANOの首都圏における
交流拠点としての機能を強化します。

　　　・ 新たに借り受ける銀座NAGANO 5階に「人を呼び込む機能」と「企業
　　　　 向け営業機能」を拡充
　　　・ 個別相談スペース、各種セミナーエリア等を整備

*銀座NAGANOの年間来場者数：85万人（2021年度）

15,477 Ｒ２当初 0

[Ｒ２.11月補正] [4,437]

102,916 Ｒ２当初 98,102

コロナ禍による地方回帰の流れを捉え、都市圏のＩＴ人材・企業を誘致するた
め、県内でのテレワークのメリットをＰＲするとともに、ビジネスの機会を提供しま
す。

【拡】【地】・都市圏企業等に向けて「信州リゾートテレワーク」をＰＲするとともに、
　　　　　　　地域のネットワーク形成を支援
　　　【拡】・県外のＩＴ人材に県内で「おためし」で住んで仕事をする機会を提供
　　　【新】・企業と地域課題をマッチングさせ、県内でのビジネス機会を創出

*リゾートテレワーク実施者数：400人（2021年度）
*おためしナガノ移住支援組数：20組（2021年度）
*企業と地域課題のマッチング件数：累計10件（2021年度～2023年度）

79,295 Ｒ２当初 30,043
[Ｒ２.9月補正] [42,832]

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、ふるさと信州寄附金基
　金活用事業）

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

次世代産業を創出するため、創業を志す者や企業、大学関係者等の交流の
中から新たなビジネスアイデアを創造できる環境の整備等により、ベンチャーエ
コシステムの形成を目指します。

【拡】・市町村と連携した創業支援拠点の増設
　　　・スタートアップ期の事業者の伴走支援を実施し、成長を加速化
　　　・地域の課題をビジネスの手法で解決する創業者に対し助成

*開業率：3.1%（2019年度）→6%（2021年度）

44 (産業労働部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 商店街の振興
【新】【創】
12 ウィズコロナ・アフターコロナ

時代の商店街活性化支援
事業費

[070401]

創業・サービス産業振興室 Ｒ３予算

◎ 県内企業の経営力向上支援

13 中小企業融資制度資金
[070304]

産業立地・経営支援課 Ｒ３予算

14 中小企業経営力向上事業費
[070302]

産業立地・経営支援課 Ｒ３予算

*プロフェッショナル人材コーディネート件数：360件（2021年度）

*商店街における商業機能複合化事例：2件（2021年度）

10,750 Ｒ２当初 0

商店街の活性化を図るため、新たな日常への変化を取り入れながら、地域の
住民やコミュニティのニーズを踏まえて役割・機能を複合化する商店街等の取
組を支援します。

　　　・事業主体　商店街等
　　　・補助率　　ハード事業　3/4以内（国1/2、県1/8、市町村1/8）
　　　　　　　　　　 ソフト事業　 5/6以内（国2/3、県1/12、市町村1/12）

［R2.4月補正等］ [68,602,479]

金融機関、長野県信用保証協会等と協調し、中小企業者に低利な資金をあっ
せんするとともに、信用保証料の一部を補助することにより、中小企業者の事業
活動に必要な資金を円滑に供給します。

【拡】１　新型コロナウイルスの影響を受けた中小企業者の資金繰り支援
　　 　　・経営健全化支援資金（経営安定対策・特別経営安定対策）の借換
　　 　　　対象資金に「長野県新型コロナウイルス感染症対応資金」を追加し、
　　 　　　借換時の据置期間延長及び貸付要件緩和
　　 　　・経営健全化支援資金（新型コロナウイルス対策）の貸付要件緩和

【拡】２　事業承継の促進に向けた資金繰り支援
　　 　　・信州創生推進資金（事業承継向け）の貸付限度額（借換時）引上げ
　　 　　　及び貸付対象者拡充

　　　３　ゼロカーボンに向けた取組への資金繰り支援
　　 　　・信州創生推進資金（ゼロカーボン・次世代産業向け）としてメニュー
　　 　　　を拡充

*県施策に適合する方向へ中小企業者を誘導する資金の利用件数：870件（2021年度）

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

167,758,644 Ｒ２当初 30,483,115

県内中小企業の経営力の向上を図るため、ＡＩ・ＩｏＴ等先端技術の利活用や、
中核企業の育成支援、プロフェッショナル人材の活用による経営革新などの取
組を支援します。

　　  ・ＩＴ専門家による相談対応や先端ツール導入支援により、県内中小企業
　　　 のＡＩ・ＩｏＴ等先端技術の利活用を促進
　　　・プロフェッショナル人材戦略拠点による企業の求人ニーズと県外専門人
　　　 材のマッチング支援

*ＡＩ・ＩｏＴ等導入率：50.0%（2021年度）

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

138,708 Ｒ２当初 141,014
［R2.4月補正等］ [400,391]

45 (産業労働部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

15 ＳＤＧｓ推進企業支援事業
費
（一部再掲）

[070101][070302]

産業政策課
産業立地・経営支援課 Ｒ３予算

16

[070302]

産業立地・経営支援課 Ｒ３予算

◎ 地酒産業の振興・活性化
【地】
17 信州地酒振興事業費

[070601]

日本酒・ワイン振興室 Ｒ３予算

◎ 産業人材の育成・確保

18 産業人材育成支援事業費
[070701]

人材育成課 Ｒ３予算

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

1,110,266

（一部 地方創生推進交付金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

207,568 Ｒ２当初

Ｒ２当初 0
［R2.5月専決］

195,039

産業人材を育成・確保する上での様々な課題に対応するため、産学官関係者
が連携し、県民のライフステージに応じたキャリア教育や社会人のニーズに合
わせたリカレント教育などを支援します。

【新】・社会人向けリカレント教育講座の開設経費への補助
【新】・中学生を主な対象とした地域の産業・企業を学ぶ講座の開催
　　　・技術・技能の向上や若年技能者育成に向けた在職者向けの講座を実施

信州地酒産業の活性化を図るため、県産日本酒やワイン等のブランド化、認知
度向上に向けた品質の向上支援や情報発信を行います。

　　　・醸造専門家による酒質解析及び純米酒醸造技術向上研修会の開催
　　　・ワイン・シードルの若手醸造家等技術向上･経営安定化研修会の開催
【新】・県産酒類の需要喚起のための情報発信

*全国新酒鑑評会における純米酒の入賞蔵数：9場（2019年度）→10場（2021年度）
*日本ワインコンクールにおける入賞数：73品（2019年度）→75品（2021年度）

[Ｒ２.9月補正] [△3,763]

*地域と未来をつなぐゼミ実施校数：25校（2021年度）

*経営構造の転換に取り組む県内中小企業数：1,300社

（一部 地方創生推進交付金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

36,329 Ｒ２当初 35,186

[21,720]

中小企業経営構造転換促
進事業費

県内中小企業の事業再構築や低感染リスク型ビジネスに係る取組を支援し、
経営基盤強化や持続可能な経営を後押しします。

　１　リーディング企業への成長に向けた経営基盤の強化
 　　・国の「中小企業等事業再構築促進事業」に上乗せ補助を実施

　２　ニューノーマルに対応した持続可能な経営を支援
　 　・国の「中小企業生産性革命推進事業」（ＩＴ導入補助金を除く）に上乗せ
  　   補助を実施

　３　産業・雇用総合サポートセンターの設置期間を延長し、事業計画策定など
　　　国補助事業の申請等を支援

長野県ＳＤＧｓ推進企業登録制度の普及・ＰＲやＳＤＧｓに取り組む中小企業の
経営価値・社会的価値の向上を促し、事業機会の創出・拡大を支援することに
より、持続可能な社会と産業振興の実現を目指します。

　　　・登録企業のPR、地域へのＳＤＧｓの波及の取組（セミナー等）
　　　・ＳＤＧｓを中核とした県内企業の取組を支援

*長野県ＳＤＧｓ推進企業登録制度の登録数：645者（2021年度）

（地方創生推進交付金活用事業）

7,836 Ｒ２当初 15,305

46 (産業労働部-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

19 工科短期大学校・技術専門
校運営事業費
[070702]

人材育成課 Ｒ３予算

20

[070801]

労働雇用課 Ｒ３予算

21

[070802]

*移住者数：2,850人(2021年度)

労働雇用課 Ｒ３予算

県外人材の県内就業支援
事業費

第２新卒者を含む社会人やプロフェッショナル人材等の県内へのＵＩＪターン、
移住を促進するため、転職説明会の開催やＳＮＳによる情報発信、移住に係る
経費及びプロフェッショナル人材の雇用に係る経費を助成します。

　　　・首都圏在住社会人向けＵＩＪターン転職説明会の開催やポータル
　　　　サイト「テンショクNAGANO」の運営
　　　・信州ＵＩターンアンバサダーによる情報発信
【創】・県内中小企業等への就職や地域課題の解決につながる創業を行う
　　　　三大都市圏からの移住者に対し、移住経費の一部を助成
　　　・県内企業等が、県外のプロフェッショナル人材を新たに雇用する場合
　　　　に、給与費の一部を助成

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、地方創生推進交付金
活用事業）

78,203 Ｒ２当初 78,041

多様な働き方普及促進事
業費

*アドバンス認証企業数：178社（2021年度）

県内産業や地域社会を担う人材の確保・定着を図るため、多様で柔軟な働き
方が選択できる環境づくりを推進します。

　　　・企業に対して多様な働き方制度の導入や「職場いきいきアドバンス
　　　　カンパニー認証」の取得を働き掛け
【新】・「働き方の新しいスタイル」の取組ノウハウ横展開のため、シンポジウム
        を開催
【新】・新しい「職場いきいきアドバンスカンパニー認証」制度の創設・周知
【創】・テレワークの導入が困難な業種に対するテレワークの普及展開
　　　・長野県就業促進・働き方改革戦略会議の開催

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、地方創生推進交付金
活用事業）

50,593 Ｒ２当初 36,565

*工科短期大学校就職率：98%(2019年度)→100%(2021年度)

地域での就職を促進するため、工科短期大学校・技術専門校や民間教育訓
練機関等において、就職に必要な技能・知識等の習得に向けた職業訓練を実
施します。

【新】【地】・南信工科短大ブランド戦略策定・ＰＲ事業
　　　　　　・新規学卒者や求職者を対象とした職業訓練を工科短期大学校・技
　　　　　　　術専門校で実施
　　　　　　・求職者や障がい者を対象とした職業訓練を民間教育訓練機関等に
　　　　　　　委託

1,128,419 Ｒ２当初 1,115,626

47 (産業労働部-6)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

22

[070802]

労働雇用課 Ｒ３予算

23

[070802]

労働雇用課 Ｒ３予算

24 女性・障がい者・高齢者等
の就業支援事業費
[070802]

労働雇用課 Ｒ３予算

NAGANOで働く魅力発信
事業費

Ｒ２当初

若年人材の県内企業への就業を促進するため、インターンシップの推進、
シューカツNAGANO応援隊と学生との交流会、ポータルサイトを活用した情報
発信等を実施します。

　　　・インターンシップマッチングフェアの開催
　　　・インターンシップ参加経費を助成
　　　・シューカツNAGANO応援隊と学生との交流会の開催
　　　・ポータルサイト「シューカツNAGANO」による情報発信
【新】・オンライン企業説明会の開催

*Ｕターン就職率：40%（2021年度）

23,337

ジョブカフェ信州運営事業
費

労働力人口の更なる減少や新型コロナウイルスの影響による離職者等の増加
が見込まれる中、県内産業の活力の維持に必要となる様々な人材を育成・確
保するため、女性・障がい者・高齢者等の多様な人材の就業を支援します。

　　　・地域ごとに女性就業支援員を配置し、相談対応からインターンシップ
　　　　まで、ワンストップの就業支援等を実施
　　　・子育て期の女性や障がい者等の就職困難者を対象に職業紹介等の
　　　　就労支援を実施
【拡】・障がい者雇用の普及啓発セミナーや地域コーディネーターによる個別
　　　　相談支援を実施
　　　・生きがい就労をテーマとした公開講座の開催

*事業に参加した女性の就職者数：300人(2021年度)
*事業参加企業における新規雇用障がい者数：30名（2021年度）
*公開講座に参加した高齢者の就職者数：60人(2021年度)

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

58,623 Ｒ２当初 56,609

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

203,693 Ｒ２当初

若年者の職業的自立や非正規労働者の正規就労を促し、安定した雇用に結
びつけるため、ジョブカフェ信州において学生を含む40代前半までの若年者を
対象に就労支援を実施します。

【創】・新型コロナウイルスの影響による雇用情勢の悪化に備えるとともに、
　　　　非正規労働者の正規就労を支援するため、キャリアコンサルティング
　　　　や職業紹介等の支援体制を充実
【創】・非正規労働者や就職氷河期世代の正規就労を支援するため、マッチ
　　　　ングや職場実習を行う「正社員チャレンジ事業」の支援枠を拡充
【拡】・シューカツNAGANOキャリア相談室（銀座NAGANO内）の開設日を、
　　　　毎週日曜日に加え、平日夜間にも開設

*ジョブカフェ信州利用者の就職者数：730人（2021年度）

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

19,149

85,887
[R2.6月補正等] [98,455]

48 (産業労働部-7)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【創】
25 失業者等の就業支援事業

費
[070802]

労働雇用課 Ｒ３予算

◎ 稼ぐ力とブランド力向上
【創】
26 県産品国内販路開拓事業

費（一部再掲）
[070901]

営業局 Ｒ３予算

27

[070901]

営業局 Ｒ３予算

沖縄交流プロジェクト推進
事業費

[5,445]

84,537 Ｒ２当初 65,136

新型コロナウイルスの影響による長期的な失業者を減らすとともに、人材不足
の解消を図るため、離職者と人材不足分野とのマッチングや職業訓練の提案
など、失業者一人ひとりに寄り添った就労支援を実施します。
併せて、民間での新たな雇用を創出するため、「Jobサポ」を通じて新たに正社
員を雇用した事業所を支援します。

　　　・求人開拓や職業マッチング等を行う事務局「Jobサポ」の運営
　　　・女性や障がい者等の就職困難者に対する支援体制を充実
　　　・人材不足業界への転職者に「キャリア形成支援金」を支給
　　　・関係部局と連携し、人材不足分野等への就労を支援
　　　・「Jobサポ」を通じて新たに失業者を正社員として雇用した
　　　 事業所に対し「緊急雇用対策助成金」を支給

0
[R2.6月補正等] [529,467]

本県の「稼ぐ力」の向上を図るため、県産品マッチングサイトの活用やオンライ
ン商談会の充実等により県外との強固なネットワークの構築や信州ファンの獲
得に向けた取組を推進します。

【新】・総合情報発信アプリの構築・運用
【拡】・県産品マッチングサイトを活用した商談機会の充実及びバイヤーへの
　　　　情報発信の強化
　　　・県外バイヤー、シェフ等を招へいした産地視察・商談交流会の開催

*Jobサポによる就職者数：1,000人（2021年度）

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

571,690 Ｒ２当初

小ロット・高品質な県産品の販路を拡大するため、沖縄県と連携し、沖縄県内
における県産食材の販路拡大や、共同輸送システムの構築による「沖縄国際
物流ハブ」を活用したアジア向け輸出等を支援します。

　　　・ 長野フェアの開催など沖縄県内での販路拡大
　　　・ 沖縄県内のシェフを招へいした産地視察・商談交流会の開催
　　　・ 「沖縄国際物流ハブ」を活用した輸出向け共同輸送システムの構築

*リゾートホテル、レストラン等との新規取引開始数：4社以上（2021年度）
*流通・販売ルートの開拓：有力パートナー2社の特定（2021年度）
*「沖縄国際物流ハブ」を活用した輸出に取り組む県内事業者数：
　18社以上（2021年度）

5,470 Ｒ２当初 5,300

[R2.6月補正]

*「しあわせ商談サイトNAGANO」への登録生産者数：800社以上（2021年度末）
*「しあわせ商談サイトNAGANO」への登録バイヤー数：600社以上（2021年度末）

49 (産業労働部-8)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

28

[070901]

営業局 Ｒ３予算

29

[070901]

営業局 Ｒ３予算

30

[070301]

産業立地・経営支援課 Ｒ３予算

信州ブランド普及・発信事
業費

本県の「ブランド力」の向上を図るため、ブランドサイトの構築や、信州ブランド
重点品目・育成支援品目の情報発信により、ブランディングを推進します。

【新】・長野県の風土や県民性などを世界に発信するグローバル・ブランド
        サイトの構築
　　  ・信州ブランドを訴求・解説する短編動画の作成
【新】・「クイーンルージュ®」のブランディング調査・情報発信
【新】・「長野米」の優位性調査・販売促進

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

56,111 Ｒ２当初 74,229

*海外輸出に取り組む県内事業者数：170社以上（2021年度）

（一部 地方創生推進交付金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

県産品海外販路開拓事業
費

工業製品国内外販路開拓
推進事業費

31,374 Ｒ２当初 29,760

県産品の本格的な海外展開を推進するため、輸出関連の展示会への出展や
海外バイヤー商談会の開催を支援するとともに、海外輸出に向けた県内の仕
組みづくりを推進します。

　　　・海外展示商談会への出展支援や海外バイヤー商談会等の開催
　　　・海外レストランや輸入商社とのネットワークの構築

［R2.11月補正］ [10,202]

73,056 Ｒ２当初 99,692

県内中小企業の工業製品のマーケティング力強化を図るため、販路開拓や受
発注取引の拡大に向けた取組を支援します。

　　　・マーケティングに関する相談対応、助言
　　　・国内外展示会等への出展支援
【拡】・オンライン商談会、バーチャル展示会を活用した販路開拓支援

*受発注取引あっせん紹介件数：1,300件（2021年度）
*国内販路開拓商談件数（工業製品）：3,500件（2021年度）
*海外販路開拓商談件数（工業製品）：400件（2021年度）

50 (産業労働部-9)



【創】
1 安全・安心な観光地域づくり

支援事業補助金
[080101]

*移送体制整備地域：県内10圏域当たり１地域以上

山岳高原観光課 Ｒ３予算

【新】
2 みどりと文化の感動体験ツ

アー創出事業費
[080202]

*観光消費額：8,024億円(2021年)

観光誘客課 Ｒ３予算

3 インバウンド戦略推進事業
費
[080301]

国際観光推進室 Ｒ３予算

【地】
4 観光地域づくり推進事業費

[080101]

*クラウド型消費者データプラットフォームの構築(2021年度)

山岳高原観光課 Ｒ３予算

65,373 Ｒ２当初 95,305
[R2.9月補正] [△11,386]

◎ 長期滞在型観光の推進、信州リピーターの獲得 

「長期滞在型観光の推進」及び「信州リピーターの獲得」に向け、先に設立した
「日本みどりのプロジェクト」と連携し、まだ商品化されていない、地域ならではの
自然・文化体験の旅行商品化や販路開拓を支援します。

 　 　・コロナ下でも楽しめる自然と歴史・文化を組み合わせたツアーの造成経費
 　 　  を助成
 　　 ・メディアトリップ、エージェントトリップに要する経費を助成　等

9,215 Ｒ２当初 0

インバウンド誘致を推進するため、マーケティングに基づく戦略的なプロモー
ション活動を実施するとともに、外国人旅行者がストレスなく、安全・安心・快適
に観光を満喫できる受入環境の整備や外国人が興味を抱く多様な旅行商品の
造成を実施します。

【拡】・アドベンチャーツーリズムの普及拡大と人材の育成

*外国人延べ宿泊者数：270万人（2021年）

[R2.9月補正] [40,000]

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

観光部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 安全・安心な観光地域づくり

旅行者が安心して県内に滞在できる観光地域づくりを促進するため、地域が主
体的に行う移送体制構築・運営等の感染防止に係る取組に対して支援します。

 　 　・事業主体　観光協会（連盟）、観光地域づくり（候補）法人
 　 　・補助率　　 2/3以内（上限額100万円）

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

10,000 Ｒ２当初 0

◎ 観光の担い手としての経営体づくり

持続可能な観光地域づくりを推進するため、県観光機構に配置した専門人材
等を通じて、地域の特色ある観光地域づくりの取組を支援します。
　
【拡】・観光振興方針（長期滞在・リピーター）の推進に向けた専門人材を新たに
 　 　  配置し支援を拡充
【拡】・消費者データ等を活用したデジタルマーケティング調査分析を行う体制
を
 　 　  構築

49,513 Ｒ２当初 41,908

51 (観光部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【地】
5 HAKUBAVALLEY（ハクバ

バレー）における観光地域
づくり重点支援事業補助金
[080101]

*日本人来訪者満足度（HAKUBAVALLEY）：84%(2021年)

*日本人リピーター率（HAKUBAVALLEY）：70%(2021年)

山岳高原観光課 Ｒ３予算

6 しあわせ信州観光キャンペー
ン事業費
[080203]

*観光消費額：8,024億円(2021年)

観光誘客課 Ｒ３予算

◎ 観光地域としての基盤づくり

Afterコロナ時代を見据えた観光振興方針の「長期滞在型観光の推進」及び「信
州リピーターの獲得」の実現を図るため、観光協会、観光事業者等と連携して
デジタルプロモーションを中心とした誘客促進策を展開します。

　・県公式観光サイトGo NAGANOやＳＮＳを活用したデジタルプロモーション
　・新聞・テレビ等でのメディア広報　等

30,000 Ｒ２当初 20,000

「重点支援広域型ＤＭＯ」（HAKUBAVALLEY TOURISM）を中心に、持続可能
な観光地域づくりを展開していくため、独自の観光地域づくりの取組を支援しま
す。

　・事業主体　（一社）HAKUBAVALLEY TOURISM、市村　等
　・補助率　　 1/2以内

20,000 Ｒ２当初 20,000

52 (観光部-2)



【創】
1

[090701]

農村振興課 Ｒ３予算

2 輸出向け産地づくり推進
事業費
[090201]

農産物マーケティング室 Ｒ３予算

3 「長寿世界一NAGANOの食」
輸出拡大事業費
[090201]

農産物マーケティング室 Ｒ３予算

4 水田農業競争力向上推進
事業費
[090301]

農業技術課 Ｒ３予算

農業労働力の安定確保
支援事業費

農業分野における雇用人材の安定確保のため、新型コロナウイルス感染症の
影響等による求職者に就職先としての農業を周知し、ハローワークと連携して
農業経営体とのマッチングを進めるとともに、農業の働き方改革を推進します。

【新】・求職者へのプロモーションを展開
【新】・誰でも働きやすい環境づくりのための研修会を開催

*農業分野の就業マッチング成立人数：500人（2021年度末）

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

6,061 Ｒ２当初 1,186

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

農政部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 新型コロナウイルス感染症による影響への対応

101,000 Ｒ２当初 8,250

農産物の輸出拡大を図るため、輸出先国のニーズや規制等に対応できる産地
づくりの取組や必要な施設整備に対して支援します。

　　　・ＧＦＰグローバル産地計画の策定・実施を支援
【新】・ＨＡＣＣＰ等の国際規格に対応するための施設整備等を支援

*県産農産物の輸出額：12億1,100万円（2019年度）→20億円（2022年度）

県産農産物の輸出先国との商流の維持・拡大を図るとともに、新型コロナウイ
ルス感染症の影響に対応するため、インターネットを活用した販売力強化等を
支援します。

【新】・オンラインでの商談等に活用できるデジタルリーフレットを作成
【拡】・相手国のニーズに応じた販売力強化のための専用パッケージ活用
　　　　による販売促進活動を支援
　　　・長野県農産物等輸出事業者協議会の取組を支援
【新】・輸出に取り組む事業者を拡大するためのガイドブックの作成やセミナー
　　　　の開催

*県産農産物の輸出額：12億1,100万円（2019年度）→20億円（2022年度）

（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

9,690 Ｒ２当初 8,120

本県水田農業の体質を強化するため、県産米の高品質化、オリジナル品種の
生産拡大、徹底したコスト削減を推進するとともに、コロナ禍の影響等により需
要が減少した主食用米の適正生産を推進するため、麦・大豆・そば・高収益作
物等への転換の取組等を支援します。

【新】・麦及び大豆産地に対して、団地化の推進や生産性向上を図る新たな
　　　　営農技術の導入を支援
【新】・主食用米から飼料用米及びそばへ作付転換を行う生産者を支援
　　　・多様なニーズに応じた品目・品種への転換や品質向上を支援

*水田への高収益作物などの作付面積：11,385ha（2021年度）

995,421 Ｒ２当初 423,940
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【地】
5 農業農村整備補助公共

事業費
[090603][090604]

【補助公共】

【受託災害復旧】

農地整備課 Ｒ３予算
[債務負担行為額]

6 農業農村整備県単独公共
事業費
[090603][090604]

農地整備課 Ｒ３予算

7 直轄事業負担金

農地整備課 Ｒ３予算

◎ 災害に強い県土づくりと農業基盤整備

農業水利施設の長寿命化、担い手への農地集積や所得向上につながる農地
の整備、再生可能エネルギーの利用につながる農業用水を活用した小水力発
電施設の整備、防災重点農業用ため池の耐震化などの防災・減災対策、令和
元年東日本台風により被災した浅川第一排水機場の復旧等に取り組みます。

区　　分 予算額

計 10,923,569千円

区　　分 予算額
災害復旧 802,766千円

生産基盤 5,880,589千円
農地防災 2,788,730千円
農村整備 2,254,250千円

土地改良区等が行う小規模な水路の補修・改修に対する補助、緊急的に行う
山腹水路の改修、地すべり防止施設の補修等を行います。

区　　分 予算額
生産基盤 71,477千円
農地防災 218,893千円

11,726,335 Ｒ２当初 13,023,440
[8,721,000] ［R2.9月補正］ [361,000]

［R2.9月補正］ [110,769]

国が進める伊那西部地区及び竜西地区における農業水利施設の補修・更新
について、地元自治体として負担金を支出します。

区　　分 予算額

計 290,370千円

290,370 Ｒ２当初 305,645

生産基盤 87,337千円

87,337 Ｒ２当初 106,448
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【創】
8 スマート農業導入加速化

事業費
[090301][090304][090305]

農業技術課
園芸畜産課 Ｒ３予算

9 自然循環型農業定着促進
事業費
［090302］

*有機農業の取組面積：355ha（2015年度）→535ha（2022年度）

農業技術課 Ｒ３予算

10 「おいしい信州ふーど」の
魅力発信事業費
[090201]

農産物マーケティング室 Ｒ３予算

◎ スマート農業の普及促進

農業の生産性向上に向け、ＡＩ・ＩｏＴ等を活用したスマート農業機械の「お試し
導入」を継続するほか、農業農村支援センターに「スマート農業推進担当」を
配置し、中核的農業者等の担い手へ先端技術の普及を促進します。

　　　・より高い導入効果が期待できる担い手農家等へ先端機器の「お試し
　　　　導入」を実施
【新】・集落営農組織による技術体系の検討を支援
【新】・中山間地域でのスマート農業機械導入の実用性調査を実施
　　　・タブレット型ＰＣを活用した農業者への指導体制を拡充
【新】・「スマート農業相談窓口」の開設、「スマート農業推進担当」の配置

*スマート農業技術の導入：516経営体（2025年度）

◎ 「2050ゼロカーボン」の実現に向けた取組

農業活動から発生する温室効果ガス排出量を削減するための技術開発に取り
組むとともに、有機農業をはじめとする自然循環機能を活かした「環境にやさし
い農業」の取組を加速化します。

【新】・水田からの温室効果ガス発生の抑制技術など、地球温暖化対策・緩
　　　　和技術を研究・開発
【新】・炭素貯留効果の高い取組の検討
【拡】・有機農業プラットフォーム会員が取り組む有機農業の技術習得や販路
　　　　拡大等の活動を支援

*地球温暖化対策・緩和技術の開発：4課題

52,380 Ｒ２当初 48,909

（一部 地方創生推進交付金、ふるさと農村活性化基金活用事業）

12,120 Ｒ２当初 16,933

5,392 Ｒ２当初 7,298

県産農畜水産物の魅力を県民が認識し共有することに加え、エシカル消費に
つなげるため、地消地産の意識醸成に向けた情報発信を展開します。

【新】・消費者の主体的なエシカル消費の実践につなげるための店頭での
　　　　地消地産メッセージの発信
【拡】・農産物直売所などでのターゲットに応じた旬の先採り情報等の発信

*「おいしい信州ふーど」SHOP新規加盟店数：50店（2021年度）

（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

11 信州・食の“地消地産”推進
事業費
[090202]

農産物マーケティング室 Ｒ３予算

12 将来を担う種子生産者
支援事業費
［090301］

農業技術課 Ｒ３予算

13

［090401］

園芸畜産課 Ｒ３予算

◎ 農業競争力の強化

将来にわたり優良な主要農作物の種子を安定的に供給する体制を確立する
ため、種子生産施設の効率的な利用に向けた、計画的な整備に対する支援を
行います。

【拡】・種子生産工程の効率化を図るため、共同利用機械等の導入を支援
【拡】・施設の機能性維持を図るため、施設の簡易整備を支援

*種子場産地の再編整備：12地域（2025年）

県民の地消地産行動を推進するため、農産物直売所の機能強化に取り組むと
ともに、ホテルや学校給食等での地域食材の利用拡大を支援します。

【新】・農産物直売所間や県内実需者との連携強化のためのネットワークを
　　　　構築
【拡】・農産物直売所の品揃えの強化やホテル・飲食店等への共同配送シス
　　　　テムの構築を支援
【新】・給食事業者と県内産農産物加工業者のマッチングを支援

    *学校給食における県産食材利用割合：45.8%（2019年度）→47.5%（2021年度）

（一部 ふるさと農村活性化基金活用事業）

3,678 Ｒ２当初 3,308

信州園芸産地生産力強化
事業費

長野県農業の多様な生産力を強化するため、高品質で付加価値の高い園芸
作物等の生産・供給体制の確立を支援します。

【新】・自然災害に備えるために、りんごトレリス等園芸施設の補強経費を支援
【新】・新規就農者の早期経営安定を図るための共同利用作業場等の整備を
　　　　支援
　　　・革新的新技術の普及に対応した生産施設・機械等の導入を支援

*果樹戦略品種等の栽培面積：2,390ha（2019年度）→2,826ha（2022年度）

1,576,040 Ｒ２当初 1,049,882

2,000 Ｒ２当初 2,000
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
14 養豚研究体制推進事業費

［090306］

農業技術課 Ｒ３予算

15 豚熱対策事業費
[090501]

家畜防疫対策室 Ｒ３予算

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

39,959 Ｒ２当初 0

畜産試験場において、豚熱発生により休止していた養豚研究を再開し、肉質
向上・省力化技術の開発を行い、県産豚肉の生産量の増加やブランド向上を
図ります。

　　　・高品質な豚の肉質基準の作成に向けた研究及び生産技術を開発
　　　・肉質を重視した種豚の選抜と精液供給によるブランド豚の生産を支援
　　　・アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理の普及に向けた技術を開発
　　　・県内養豚農家の収益性向上のための多産系母豚の飼養管理の技術
　　　　を開発

*高品質豚肉の効率的な生産技術の開発：

*農家の母豚一頭当たり年間出荷頭数：20頭（2019年度）→25頭（2024年度）

普及技術2件（2020年度）→3件（2022年度）

豚熱の感染拡大を防止するため、飼養豚等へのワクチン接種及び免疫付与
状況調査や、野生いのししに対する感染確認検査等を行います。

　　　・飼養豚等へのワクチン接種及び免疫付与状況等確認調査を実施
　　　・野生いのししの感染状況把握のための検査を実施

88,972 Ｒ２当初 196,812

◎ 豚熱の感染拡大の防止
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1 信州の森林づくり事業費
（再造林支援分）
[100404]

*民有林の主伐・再造林面積：147ha（2017年度）→600ha（2022年度）

森林づくり推進課 Ｒ３予算

【新】
2

[100202]

*素材生産量：800千㎥（2022年度）

信州の木活用課 Ｒ３予算

3

[100301]

*支援箇所数：民間施設等24施設（2022年度）、県有施設11施設（2022年度）

県産材利用推進室 Ｒ３予算

【地】
4

[100403]

森林づくり推進課 Ｒ３予算 100,000 Ｒ２当初 18,000

森林病害虫被害枯損木利
活用（チップ化）事業費

森林病害虫被害対策を推進するため、松くい虫やカシノナガキクイムシ被害に
よる枯損木をチップ化し、木質バイオマス燃料に資源化する取組等を支援しま
す。

　・事業主体　　市町村、林業事業体
　・補助率　　 　9/10

林務部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 「木材生産量増加と県産材需要拡大」の推進

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

主伐を進めることで森林資源の有効利用を図り、持続的な林業を推進するた
め、主伐後の再造林等に係る経費に対して補助率の嵩上げを行います。
　
　・事業主体　市町村、森林組合、森林所有者等
　・補助率　　85/100（嵩上げ前の補助率70/100）

（森林経営管理基金活用事業）

48,600 Ｒ２当初 48,600

地消地産による木の香る暮
らしづくり事業費（木づかい
空間整備事業）

県産材の利用促進を図るため、民間事業者等と協働して、多くの県民に木に
触れる機会を提供することにより、オフィスや店舗等の施設の木質化の取組を
支援します。

　・民間施設等（オフィス・店舗・公共スペース）の木質化等支援
    事業主体：民間施設等
    補助率：木質化1/2以内　調度品設置3/4以内
　・県有施設の木質化
    事業主体：県

林業労働力活用促進対策
事業費

地域や事業体間における事業量の格差を解消するため、林業労働力が不足
する地域への労働力のマッチング体制を構築します。
また、地域の関係者が主体となった事業地の確保に向けた取組を推進しま
す。

（森林経営管理基金活用事業）

2,000 Ｒ２当初 0

（森林づくり県民税基金活用事業）

49,350 Ｒ２当初 40,800

*山林に残された年間被害量の概ね7,000㎥を処理（2021年度）

（森林づくり県民税基金活用事業）

[R2.9月補正] [147,100]

58 (林務部-1)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

5

[100201]

*林業大学校卒業生のうち就業者に占める林業関係分野への就業率：80%

　（2021年度）

信州の木活用課 Ｒ３予算

【新】
6 森林施業マップ整備事業費

[100404]

*県内全域の森林施業マップ作成（2022年度）

森林づくり推進課 Ｒ３予算

【新】
7 持続型捕獲モデル実証事

業費
[100501]

*農林業被害額：667,750千円以下（2021年度）

鳥獣対策・ジビエ振興室 Ｒ３予算

8

[100202]

*素材生産量：800千㎥（2022年度）

信州の木活用課 Ｒ３予算

9

[100202]

信州の木活用課 Ｒ３予算 Ｒ２当初 4751,822

15,500 Ｒ２当初 18,100
[R2.9月補正] [△4,100]

◎ 「林業担い手の確保・育成」の推進

*本県における林業就業者数：2,200人（2022年度）

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、森林経営管理基金
　活用事業）

森林整備担い手育成確保
総合対策事業費（次代の担
い手対策事業）

林業分野における労働力不足の解消を目指し、若年層向けのイベントや中途
採用者向けの研修会の開催、資格取得等に係る経費を支援します。
　
　・事業主体：（一財）長野県林業労働財団
　・補助率：10/10

◎ 「デジタル技術活用による主伐・再造林」の推進

スマート林業構築普及事業
費

林業経営の効率化と森林管理の適正化を促進するため、森林経営計画の位
置情報及び造林補助事業の施業履歴等を電子データ化し、一元的に確認で
きるマップを作成します。

林業大学校教育環境整備
事業費

改築を行う林業大学校の男子寮について、学生が安心して知識・技術の習得
に専念できる教育環境を整備するとともに、ゼロカーボン社会の構築を目指す
ため、林業を学ぶ学校を象徴する木質バイオマス（チップ）ボイラーを設置しま
す。

（一部 森林づくり県民税基金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

70,775 Ｒ２当初 493,530

意欲と能力のある林業事業体等にＩＣＴを活用した木材検収システム等の導入
を支援することにより、収益性の高い林業を確立するとともに、スマート林業技
術を活用し、実践する人材を育成します。また、広葉樹等の利活用を進めるた
め、施業技術の実証を進めます。

0

（森林経営管理基金活用事業）

再造林の支障となるニホンジカの捕獲を促進するため、ドローン等のデジタル
技術を活用した効率的な捕獲手法を実証し、持続可能な捕獲モデルの確立と
ジビエとしての捕獲個体のフル活用に向けた取組を支援します。

（森林経営管理基金活用事業）

5,000 Ｒ２当初 0

55,000 Ｒ２当初
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

10

[100202]

信州の木活用課 Ｒ３予算

11

[100201]

*林業大学校卒業生のうち就業者に占める林業関係分野への就業率：

　80%（2021年度）

信州の木活用課 Ｒ３予算

【新】
12

[100103]

*みどりの学習旅行商品の開発：1件（2021年度）

森林政策課 Ｒ３予算

13 補助公共事業費
[100204][100401][100404]

信州の木活用課
森林づくり推進課 Ｒ３予算

森林資源を有効活用するための林道等の路網整備、山地災害を防止するた
めの治山施設等の整備、森林を健全な姿で次世代に引き継ぐための間伐等
の森林整備に取り組みます。

（一部 森林経営管理基金活用事業）

6,892,154 Ｒ２当初 7,555,809
[R2.9月補正] [2,581,000]

◎ 「効果的な防災・減災対策」の推進

Ｒ２当初 17,015

Ｒ２当初 0

都市圏の中学生、高校生に対して、長野県内の森林・林業関係の就学や就
職を促すため、ＳＤＧｓの考え方を組み入れたみどりの学習旅行プログラム（学
習旅行商品）を造成します。

（森林経営管理基金活用事業）

1,172

19,456
（森林経営管理基金活用事業）

15,886 Ｒ２当初 15,273
（森林経営管理基金活用事業）

林業成長産業化と適正な森林の管理を目的とした「森林経営管理制度」に対
応するため、森林整備の担い手としての「意欲と能力のある林業経営者」となる
事業体の経営改善等の取組を支援します。
また、コロナ対策としてリモート研修が可能となるオンライン環境整備を進めま
す。

*当事業による意欲と能力のある林業経営者育成数：18事業体（2023年度）

持続的な林業経営の確立
支援事業費

林業大学校費（林業大学校
森林経営管理人材育成事
業）

林業大学校において、高い安全意識を持ち、最先端の技術を活用してこれか
らの林業を変える人材を育成するため、実習用機械（グラップル）を導入し、安
全作業のノウハウと操作技術を習得させるとともに、将来の林業ＩＴ化に向けて
タブレットを活用した質の高い教育を展開します。

信州で学ぶ「未来の森づく
り」プロジェクト事業費

区　分
林　道 818,295 千円
治　山 3,345,351 千円
造　林 2,728,508 千円

計 6,892,154 千円

予算額

60 (林務部-3)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【新】
14 ＩＣＴ技術導入実証治山

事業費
（再掲）
[100401]

森林づくり推進課 Ｒ３予算

【新】
15 流域保全型総合対策治山

事業費
（再掲）
[100401]

森林づくり推進課 Ｒ３予算

16 県単独公共事業費
[100204][100401][100404]

信州の木活用課
森林づくり推進課 Ｒ３予算

【新】【地】
17 防災・減災対策緊急治山

事業費
（再掲）
[100401]

森林づくり推進課 Ｒ３予算

【新】
18 地すべり防止施設管理

サポート事業費
（再掲）
[100401]

森林づくり推進課 Ｒ３予算

重要路線の安全な通行を確保するための林道の整備、小規模な荒廃山地等
の復旧、森林づくり県民税を活用した防災・減災対策、里山整備等を目的とし
た森林の整備に取り組みます。

*治山事業により保全される集落数：40集落(2021年度)

災害リスクの高い一級河川の上流域の安定を図るため、治山事業のハード対
策とソフト対策を総合的かつ一体的に実施します。

300,000 Ｒ２当初 0

近年の山地災害の多様化を踏まえ、災害時の迅速な対応を図るため、応急工
事や緊急調査を行います。
また、過疎化により住民による手入れが行き届かなくなった里山において、災
害の未然防止のために森林整備を実施します。

（森林づくり県民税基金活用事業）

35,500

（一部 森林づくり県民税基金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

759,503 Ｒ２当初 767,070
[R2.9月補正]

*治山事業により保全される集落数：40集落(2021年度)

*治山事業により保全される集落数：40集落(2021年度)

[303,985]

0

山間地で治山事業に携わる労働者の負担を軽減するため、リモート技術導入
の実証事業を行います。

100,000 Ｒ２当初

Ｒ２当初 0

*治山事業により保全される集落数：40集落(2021年度)

500 Ｒ２当初 0

地すべりの再発を未然に防止するため、市町村に地すべり防止施設の巡視や
点検等の保全活動を委託し、地すべり防止施設を適切に管理します。

（森林づくり県民税基金活用事業）

区　分
林　道 10,260 千円
治　山 314,804 千円
造　林 434,439 千円

計 759,503 千円

予算額

61 (林務部-4)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

19 直轄事業負担金

森林づくり推進課 Ｒ３予算

【新】
20 森林（もり）の未来図作成

事業費
[100104]

*県全体の森林や里山のあるべき姿のまとめ（2022年度）

森林政策課 Ｒ３予算

【新】
21

[100501]

*農林業被害額：667,750千円以下（2021年度）

鳥獣対策・ジビエ振興室 Ｒ３予算

581,000

17,500 Ｒ２当初 0

◎ 「森林・林業のあり方検討」の推進

野生いのししの生息環境対
策を主軸とした総合的な獣
害対策事業費（豚熱対策）

（森林経営管理基金活用事業）

315 Ｒ２当初 0

国が進める松川入地区、小渋川地区、姫川地区における治山施設等の整備
事業に対して法令に基づく負担金を支出します。

446,000 Ｒ２当初

野生いのししの生息適地でもある耕作放棄地に着目し、「生息環境対策」を主
軸として、「侵入防止対策」、「捕獲」の３つの対策をパッケージとする総合的な
獣害対策に取り組み、長野モデルとして発信します。

◎ 「新たな豚熱対策」の推進

アフターコロナ時代に向けて、効果的な施策を進めるため、県内、国内、海外
関係者との意見交換や、地域の取組の検討を行うことにより、森林・林業・木材
産業を取り巻く状況を把握し、施策を考える際の土台となる森林や里山のある
べき姿を明らかにします。

区　分
治　山 446,000 千円

計 446,000 千円

予算額

62 (林務部-5)


